Acidic pH increases cGMP accumulation through the OGR1/phospholipase C/Ca2+/neuronal NOS pathway in N1E-115 neuronal cells by 小竹, 美絵 et al.
博士課程用（甲） 
 - 1 - 
                                                                          




Acidic pH increases cGMP accumulation through the OGR1/phospholipase C/Ca2+/neuronal NOS pathway






れている。Ovarian cancer G protein-coupled receptor 1(OGR1)ファミリーは細胞外プロトン（pH 7.6〜
6.0）を感知し、種々の細胞内情報伝達系を活性化するプロトン感知性のG蛋白共役型受容体（GPCR）であ













































（data not shown）。酸性pHによるAktのリン酸化経路のメカニズムは今後の課題である。 
nNOS/cGMP系は細胞生存、ニューロン新生、学習、記憶を含む神経細胞の活動に関わっていることが報
告されている。また細胞外弱酸性pHは、神経伝達物質放出や神経保護を含む神経細胞活動を調節すること
が示されている。従って、酸性pHによるcGMP産生が有益な神経活動を引き起こす可能性が示唆される。 
 
5.結論 
 N1E-115神経細胞において、細胞外酸性pHはOGR1/Gq/11/ホスホリパーゼC/カルシウム/nNOSを経てcGMPを
産生する。しかし、AktによるnNOSのリン酸化は、細胞外酸性pHによるcGMP産生にはほとんど寄与していな
い。酸性pHによるnNOS/cGMP系の役割は今後の課題である。 
 
 
